
 

 

＜参考資料＞ 

神奈川工業技術開発大賞の概要 

 

１ 表彰の対象 

県内に事業所を有する中堅・中小企業及びこれらの企業で構成するグルー

プによって開発され、かつ開発が県内事業所で実施された技術及び製品のう

ち、次のすべての要件を備えたもの。 

 

・実際に企業（商品）化されたもの又は効果が実証されたもの 

・産業の発展や国民生活の向上に役立つもの 

 

 

 

 

 

２ 表彰の内容 

・「神奈川工業技術開発大賞」（１件以内） 

特に優れていると認められる技術等に対して授与 

 

・「神奈川工業技術開発大賞奨励賞」（３件以内） 

優れていると認められる技術等に対して授与 

 

・「神奈川工業技術開発大賞未来創出賞」（３件以内） 

社会的効果が特に優れていると認められる技術等に対して授与 

 

 表彰状並びに副賞を授与します。また、受賞された企業には、神奈川工業

技術開発大賞のシンボルマークの使用が認められます。 

 

３ 選考方法 

学識経験者及び各技術分野の専門家で構成する選考会において選考 

・中小企業  中小企業基本法に定める企業であって法人に限る 

・中堅企業  中小企業以外の企業であって資本金が10億円以下

の企業（法人に限る） 

 



 

 

 

 

 

大容量データの長期保存に最適なLTO(国際標準の磁気テープ規格)を活用しつつ、PC等

で簡単に使用できるようにUSB接続を可能とし、あわせて使い勝手の良いアーカイブソフトウ

ェアを開発しました。安全性や省エネ性能も兼ね備えています。 

 

【開発の背景】 

IT技術の普及により、全世界のデジタルデ

ータ量は、2020 年から 2025 年にかけて３倍

に増大すると言われており、大容量のデジタ

ルデータを保存する需要が増えています。 

従来の大容量データの保存には、大規模な

IT投資や、ネットワーク経由でのサイバー攻

撃への対応など、多くの課題を抱えていまし

た。また、LTO を活用した保存法では、固定

式のSAS接続であるため、汎用性に欠けてい

ました。 

 

【開発のポイント】 

本システムは、LTO を用いつつ、USB で簡

単にパソコンやデジタル機器に接続でき、

240MB/sの高速データ転送で最大容量30TBの

データを保存できます。 

また、独自に開発したソフトウェアと組み

合わせることで、複数の磁気テープに同時に

書き込んだり、検索機能を高速化したりと、

使い勝手を向上させることもできます。 

さらに、オフライン環境でデータを保管す

るため安全性が保たれ、長期保存にも適して

います。消費電力が大幅に削減されることで、

環境負荷を低減できるとともに、小規模の投

資で大容量のデータが保存できます。 

 

【社会への貢献】 

国内では、電子帳簿保存法が改正され、紙

で保存していた帳簿を電子帳簿に置き換え

る動きが進むなど、今後、さらに社会のデジ

タル化が進展していきます。本システムは、

データを確実・簡単に保存したいという時代

の要請に貢献することが期待されます。 

  

利用分野 

 

オフィスでの利用例 

 

 

USB LTO データ保存システム「LT80H USB LTO8」 

株式会社ユニテックス 
 

 

大賞受賞 

企業名       ： 株式会社ユニテックス 

代表者       ： 代表取締役 小杉 恵美 

設  立       ： 平成2年10月 

事業所所在地 ： 相模原市南区豊町15-3 

連絡先       ： TEL 050-3386-1242 

資本金       ： 9,000万円 

従業員数     ： 70人 

HP          ： https://www.unitex.co.jp 



 

 

 

 

 

鮮やかな色合いで直径 10 ㎝の大型ブルーサファイアを再現性良く量産できる製造技

術を確立しました。 

 

【開発の背景】 

 天然鉱物であるサファイアは、青色の宝石

として有名で、人工サファイアも開発されて

います。しかし天然品も人工品も、赤みや色

むらが出るという課題がありました。一方で、

鮮やかな青色を得るためには、添加成分とし

てコバルトを用いることは予測できました

が、大きい結晶を作ることができないという

課題がありました。 

 

【開発のポイント】 

今回、鮮やかに発色する大型ブルーサファ

イアの素材を量産する技術を開発しました。 

まず、鮮やかな青色を得るために、添加成

分としてコバルトを選択しました。従来の方

法では 1 ㎝の大きさしか作れなかったため、

チョクラルスキ法（CZ法）での結晶成長を試

み、直径 10 ㎝の大きさのものを育成できる

ようになりました。 

つづいて、最適な条件を検討したところ、

コバルト濃度や発色工程での温度条件等が

発色具合を左右することがわかりました。ま

た、結晶育成行程や発色工程を精密に制御す

ることにより、再現性良く量産できるように

なりました。 

 

【社会への貢献】 

 今回量産化された大型ブルーサファイア

は、高級腕時計に採用され、鮮やかな色合い

が高い評価を得ています。また、本技術を応

用して緑色や紫色などのカラーサファイア

が量産可能となり、同様に採用されています。

今後、様々な用途への活用が期待されます。 

 

 

 

 

 

ブルーサファイア従来品 

 

今回開発した新ブルーサファイア 

 

 

 

新ブルーサファイアの開発 

 

株式会社信光社 
 

 

企業名       ： 株式会社信光社 

代表者       ： 代表取締役社長 米澤 勝之 

設  立       ： 昭和22年５月 

事業所所在地 ： 横浜市栄区小菅ヶ谷2-4-1 

連絡先       ： TEL 045-892-2171 

資本金       ： 9,500万円 

従業員数     ： 90人 

HP          ： https://www.shinkosha.com/ 

奨励賞受賞 



 

 

 

 

 

数メートルの素材を用いて細径・高精細なコアワイヤーを製造するセンタレス加工技

術を確立しました。特に難加工材のニッケルチタン（NiTi）材料に対応可能であり、医

療分野への展開を拡大しています。 

 

【開発の背景】 

 国内では、慢性疾患の増加に伴い、低侵襲

な治療への需要が高まり、それに応じた医療

機器の開発・生産が必要とされています。 

 

【開発のポイント】 

 今回、医療用カテーテルコアワイヤー等に

用いられる高精細な細線材の製造技術を確

立しました。 

一般的に、加工物の外周を削る技術として、

加工物を削る砥石と加工物を回転させる調

整車、それを保持するブレードを使用し、三

点支持にて削るセンタレス加工と呼ばれる

技術が採用されています。本技術では、独自

のアイデアにより回転しながら研削するこ

とで、加工するテーパー形状（先端に向けて

細くなっていく形状）の長さは 1,000mm（従

来は数十㎜）を超え、太さ0.1mm以下（従来

は1㎜以上）の精密加工が可能となりました。 

加えて、医療分野でよく用いられる NiTi

材料に本技術の適応範囲を拡大しました。

NiTi材料は、生体との適合性が高い一方、大

変加工が難しい材料です。本技術を用いた場

合も、加工後の形状が不安定であり、形状の

測定や、砥石の摩耗が早く精度の維持が困難

であるといった課題がありました。加工時に

おいて、材料に負荷がかかる部分を分析して

改善し、また、寸法精度を安定して確保する

ために新たな測定機を導入することで、難加

工材を加工できるようになりました。 

 

【社会への貢献】 

本技術は、高度な加工技術が生かされてお

り、医療分野で多くの需要を得ています。 

今後、様々な分野で利用されることが期待さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテーテルワイヤ加工形状例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販促用イメージ図 

 

 

センタレス加工技術に於ける、医療機器分野への展開 
株式会社アルファーテック 

 

 

企業名       ： 株式会社アルファーテック 

代表者       ： 代表取締役 大野 和実 

設  立       ： 平成元年４月 

事業所所在地 ： 横浜市緑区白山1-11-40 

連絡先       ： TEL 045-935-0650 

資本金       ： 1,000万円 

従業員数     ： 45人 

HP  ： http://www.alphatech-yokohama.co.jp/ 

奨励賞受賞 




